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Ⅰ いじめ防止等のための対策の基本方針 

１． いじめ防止等の対策の基本的な考え方 

 本校は県内でも歴史の最も古い農業の専門高校として、地域の産業を支え、有意な人材

を育成している。教育スローガンは「生命（いのち）に学び、地域に開く」をかかげ、いのち

の学習に力点を置き、さらに地域のとの交流を大切にする中で、地域に残り地域のために

貢献できる人材の育成の教育を展開してきた。動物や植物と触れ合うことで、人としての

基本的なあり方を生命体の育成を通してものを大切にする心の教育を常に心がけ、やさし

い心を持てる人格形成を目指しています。 

２． いじめの未然防止 

  ① 「いじめは絶対に許さない」という姿勢の周知 

    ○全校集会や学年集会での活用 

    ○平和・人権学習会での活用 

    ○ＰＴＡ研修会や学年学級ＰＴＡでの活用 

  ② 生徒との信頼関係の構築 

    ○受容的態度と、毅然とした態度のバランスのよい対応 

    ○生徒の話をよく聞く 

    ○日頃の積極的な交流 

  ③ 生徒理解に基づいた指導 

    ○チェックシートの活用 

    ○丁寧な観察と面談 

    ○社会性や対人関係力を高める指導 

  ④ 職員研修の充実 

    ○生徒理解に関する研修 

    ○いじめに関する事例研究 

    ○生徒指導スキルや教育相談スキルの向上 

    ○いじめ問題への取組の定期的な点検 

３． いじめの早期発見 

  ① 実態把握 

    ○アンケート調査の実施 

    ○複数の教員の目による校内巡視を毎時間に実施 

    ○保健室や特別支援コーディネーターの相談受け入れ 

  ② 教育相談体制の整備  

    ○校内外の相談窓口の周知方法 

     こどもの権利支援センター（０２６－２３５－７４５８） 

     ２４時間いじめダイアル（０５７０－０７８３１０） 

（参考）・全校集会や学年集会の活用 

・生徒や保護者向け通信の活用 
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     チャイルドライン（０１２０－９９－７７７７） 

    ○スクールカウンセラーからの専門的な助言 

  ③ 保護者との連携 

    ○家庭用チェックシートの活用 

    ○通常の家庭訪問を通じ情報の共有化をする 

    ○地区ＰＴＡ活動を通じて情報の共有化をする 

Ⅱ いじめ問題の理解 

 １． いじめの定義 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２． 基本認識 

  ●「いじめはどの生徒にも、どの教室にも起こりえる」 

    ・ だれもが被害者にも加害者にもなり得る 。 

  ●「本人がいじめと感じれば、それはいじめである」 

    ・ いじめられたとする生徒の心理面を重視する。 

   ●「いじめは人として絶対許されない」 

    ・人権や生命に関わる重大な問題である。 

 ３． いじめの態様 

   日常的なトラブルでも、いじめに進行する可能性がある。 

  （１） 物理的いじめ 

     ○ 暴力   ：叩く、蹴る、ぶつかる、転ばせるなど(遊ぶふりの場合も含む) 

     ○ たかり  ：金品の強要、おごりの強要、使い走りや危険行為の強要など 

     ○ 嫌がらせ ：持ち物を隠す・壊す・捨てる、落書きなど 

  （２）心理的いじめ 

     ○ 言葉    ：冷やかし、からかい、悪口、脅し文句、嘘や悪い噂を流すなど 

     ○ 仲間はずし ：複数で無視する・避けるなど 

○ 嫌がらせ  ：睨む、ネットやメール等による誹謗中傷や画像流出など 

 

個々の行為がいじめに当たるか否かの判断は、表面的・形式的に行うことなく、

いじめられた生徒の立場に立って行う。 

いじめとは、「当該生徒が、一定の人間関係のある者から、心理的、物理的な攻撃

を受けたことにより、精神的な苦痛を感じているもの。」である。 

起こった場所は学校の内外を問わない。 
 

※「一定の人間関係のある者」とは、学校の内外を問わず、例えば、同じ学校・学級や 

部活動の者、当該生徒が関わっている仲間や集団（グループ）など、当該生徒と何ら 

かの人間関係のある者を指す。             (文部科学省 平成19年1月) 
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 ４． いじめの背景 

  （１） いじめの要因 

    いじめの要因には、学校における人間関係や家庭環境、学習など様々なことが

考えられる。 

【学校における要因】 

○ 生徒相互の人間関係や教師との信頼関係がうまく築けない。 

○ 授業をはじめ、教育活動によって生徒が満足感や達成感を十分味わえない。 

○ 相手を思いやる気持ちや、規範意識が十分に育っていない。  

【家庭における要因】 

○ 家庭が「安らぎの場」となっていない。 

○ 基本的な生活習慣などしつけが十分行われていない。 

○ ふれあいや心の通い合う場面が少ない。 

  

【地域や社会における要因】 

○ 地域における人間関係の希薄化により、地域の教育力が低下している。 

○ 異年齢交流や社会活動への参加の機会が減少し社会性や協調性が育ちにく

い。 

○ 問題行動が誘発されやすい享楽型の環境になっている。 

○ 「いじめは絶対許されない」という意識が不十分である。 

○ 大人のモラルが低下している。 

                                                     

（２） いじめの構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《いじめを助長》 

被害者にとっては加害者と同等 

○ ストレス・不満の解消 

○ 遊び感覚、ゲーム感覚 

○ ふざけ半分 

○ 自己中心的、支配欲 

○ 仕返し 

○ 正当化、誤った正義感 

○ 自信がない 

○ 自立できていない 

《暗黙の了解》｢やめろ｣と言えない 

○ 自己嫌悪、自己否定 

○ 親を悲しませたくない 

○ 仕返しが怖く言えない 

○ 孤立を回避し、仲間だ 

と思い込む 

○ 訴えても自分も悪いと 

言われないか不安 

○ 逃げ出したい 

○ 無関心を装う 

○ 関わり合いたくない 

○ 仕返しが怖くて言えない 

○ 自分には関係ないと思う 

○ はやし立てて、おもし 

ろがっている 

○ 何となく皆に合わせる 

○ ターゲットが自分では 

なくほっとしている 

○ 間違った正義感 
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Ⅲ いじめ防止等のための取組み 

１．いじめ防止対策のための組織について    

 (1) 構成員  

 ・組織名称：いじめ問題対策委員会 

 ・教頭１、生徒指導主事１、各学年主任３、養護教諭１ 

 ・いじめ発生時：「いじめ問題対策委員会」と校長、特別支援ｺｰﾃﾞｲﾈｰﾀｰ、該当学級正副

担任、教育支援員、教科担当者、クラブ顧問等の合同組織で対応する。 

 ・外部との連携：高校教育課、教学指導課心の支援課、南信教育事務所、スクールカウ

ンセラー、スクールソーシャルワーカー、警察等と連携をとる。 

 (2) 役割 

  ○学校のいじめ防止等の取組の計画立案と評価 

  ・学校の基本方針に基づく取組の計画的な実施をし、取組状況を確認する。 

  ・取組に対する記録を残すとともに、その取組に対する振り返りを行う。 

  ・学校生活アンケートを各学期毎に行い、取組の見直しを行う。 

  ・いじめ問題への取組チェック表による評価を行う。 

  ○学校のいじめ防止等の情報の家庭や地域への発信 

  ・学校基本方針の家庭や地域への発信を行う。 

  ・取組の状況や成果、「評価アンケート」などについても情報発信する。 

  ○いじめの早期発見、早期対応 

  ・個別相談や相談窓口に寄せられた情報を集約し必要に応じて会を招集し対応を検討。 

  ・早期発見の情報を集約し、記録する。必要に応じて会を招集し対応を検討する。 

  ・いじめを認知した場合、組織的な対応の方向性を決定する。 

  ○教職員の意識啓発 

  ・学校の基本方針の全職員の共通理解を図る 

２．いじめ防止の年間計画 

学

期 
月 行事 内容 担当部署 

１ ４ 1学期始業式 

入学式 

学校生活ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

登下校指導 

年間計画 

一斉委員会 

生徒総会 

モラル学習（LHR） 

身だしなみチェック（頭髪、服装他） 

保護者向け講話 

学校生活全般の統一した指導 

通学マナー指導（交通、挨拶他） 

学校評価・各係 

年間計画作成 

学校生活の基本方針 

情報モラル学習会（1 年生） 

生徒指導係・校風委員会 

生徒指導係 

教務、生徒指導、進路学習他 

生徒指導係 

学校評価委員会・各係 

生徒会 

校風委員会 

1 学年・情報委員会 
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PTA総会 

アセスの活用 

授業公開・進路学習指導講話 

アセス（全校） 

進路学習指導係・PTA係 

生徒指導係 

５ 憲法学習 

学校評議委員会 

人権・平和に関する学習会（全校） 

本年度のテーマ計画・授業公開 

生徒会教養委員会 

学校評議員運営委員会 

６ アンケート(LHR) 

キャリアの日 

PTA 地区懇談会 

いじめ・暴力・生活全般（全校・職員）

進路指導・学校生活チェック（全校） 

学校生活・いじめ暴力研修 

生徒指導係・モラル向上委員会 

進路指導係・学年 

PTA 係・モラル向上委員会 

７ １学期まとめ 

三者懇談会 

１学期終業式 

１学期のまとめをする 

保護者・生徒・担任（教科担任） 

生徒指導講話・身だしなみチェック 

学年 

学年・担任・教務 

生徒指導係・校風委員会 

２ ８ ２学期始業式 身だしなみチェック（頭髪、服装他） 生徒指導係・校風委員会 

９ アセスの活用 

人権・平和学習 

伊那養護学校交流 

職員研修会 

アセス（全校） 

人権・平和に関する学習会（全校） 

高等部との交流（音楽。農業学習） 

いじめ・体罰・モラル研修 

生徒指導係 

人権平和係・生徒会教養委員会 

伊那養護拡大交流委員会 

モラル・生徒指導・教育支援 

10 中間評価 学校評価中間評価 農場・学校評議員運営委員会 

11 収穫祭・学校評議

員会 

アンケート(LHR) 

登下校指導 

一斉委員会 

南箕輪中交流研修 

授業公開・学校評価中間評価 

いじめ・暴力・生活全般（全校・職員） 

通学マナー指導（交通、挨拶他） 

年間まとめ 

 

学習・生徒指導等の中高連携 

学校評価委員会 

 

生徒指導係・モラル向上委員会 

生徒指導係 

生徒会 

教務 

12 アセスの活用 

生徒総会 

2 学期のまとめ 

三者懇談会 

アンケート 

２学期終業式 

アセス（全校） 

年間まとめ  

２学期のまとめ 

保護者・生徒・担任（教科担任） 

3 年生・保護者アンケート 

生徒指導講話・身だしなみチェック 

生徒指導係 

生徒会 

学年 

学年・担任・教務 

学校評価委員会 

生徒指導係・校風委員会 

３ １ ３学期始業式 

一斉委員会 

アンケート 

身だしなみチェック（頭髪、服装他） 

引き継ぎ 

１・２年生生徒・保護者アンケート 

生徒指導係・校風委員会 

生徒会 

学校評価委員会 

２ 学校評価 

学校評議委員会 

年度末評価 

授業公開・学校評価結果 

学校評価委員会 

学校評議員運営委員会 

３ ３学期終業式 

入学予定者説明会 

生徒指導講話・身だしなみチェック 

高校生活の過ごし方について 

生徒指導係・校風委員会 

新１学年・各係 
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Ⅳ 具体的ないじめへの対応 

１． いじめ対応フローチャート 

２．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人か

らの訴

生徒か

らの報

保護者

からの

サイン

の 

地域か

らの通

関係機関 

からの連絡 

いじめ情報の入手（ネット原因も含む） 

校長 教頭 生徒指導主任 教育支援委員 養護教諭 生徒指導係 

正副担任 学年主任 該当学年職員 教科担当者 該当生徒関係部活・生徒会顧問 

いじめ問題対策委員会（合同会議）の開催 

 

 

事実確認（いじめ問題対策委員会を中心に） 

いじめ認知 なし 

(1)生徒同士の関係修

復 

(外部との連携・スクー 

ルカウンセリング) 

(2)該当生徒の所属す

るクラス、部活など

の支援・啓蒙（いじ

めの認識について） 

(3）保護者との連携 

あり 

(1)県教委へ報告 

(2)被害生徒、保護者への対応、継続的支援 

外部との連携検討：心の支援室、警察など 

(3)加害生徒、保護者への対応、継続的支援 

 外部との連携検討：警察、心の支援室 

(4)観衆的立場、傍観者的立場、全校生徒への対応（いじめの防止、早期発見） 

 

いじめ問題対策委員会 対応策協議 

臨時職員会を開催し、状況報告と対応策の検討・確認（情報共有と全職員での取り組み） 

問題行動の対応に従う 

対応策の確認と共有 

被害生徒 

・事実関係の把握 

・心のケア、安全確保 

加害生徒 

・事実関係の把握 

周囲の生徒 

・事実関係の把握 

保護者との連携 

・事実関係の報告 

・信頼関係の構築 

情報のすり合わせ・共有 
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２．被害生徒への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 全力で守り通すこと、秘密を守ることを保障 ― 

・いじめられた生徒への共感的理解と心理的ケアを施す 

・安心して学校生活を送れる安全な環境を整える 

・本人との信頼関係を築き、長期的な支援を続ける 

① 話を頷きなが

ら聴く 

顔 を 見 な が ら 一

言々に頷きながら

聞くことで｢あなた

の言葉はしっかり

聞いている｣という

メッセージを送る。 

② 本人の言葉を

復唱する 

あなたの話をこの 

ように聴いている 

というメッセージ 

になり、安心感を与 

える。また自分の身 

に起きていること 

を客観的に考える 

きっかけとなる。 

③ 話が混乱して

いるときはそ

の内容を整理

して伝える 

教員が把握してい

る事実関係に誤り

がないか確かめる 

被害生徒が自分の

感情を整理し、具体

的に考えられる。 

④ 分からないこ

とを質問する 

話の内容が分から

ないからといって

話を遮ってまで聴

かない。聴くときは

相手に尋ねてから。 

不明確なところを

簡潔にまとめて質

問する。 

⑤ 本人が努力し

ていることを

支持する 

努力を認める言葉

をかけ、努力の方向

が間違っていても

否定的な言葉は言

わない。否定の言葉

よりそのときの気

持ちを聞いてみる。 

 

い
じ
め
の
行
為
を
敏
感
に
察
知
し
、
適
切
な
対
応
を
通
し
て 

信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。 

 

被
害
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
本
人
の
訴
え
を 

 
 

本
気
に
な
っ
て
傾
聴
し
、
全
力
で
守
り
通
す
姿
勢
を
示
す
。 

 

先
生
に
告
げ
た
ら
仕
返
し
さ
れ
る
と
い
う
不
安
感
を
取
り
除
き 

｢

自
分
を
守
っ
て
く
れ
る｣

と
い
う
安
心
感
を
与
え
る
。 

 
 
 

被
害
生
徒
の
良
い
点
を
認
め
励
ま
し
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
能
力
を

学
校
生
活
の
中
で
伸
ば
せ
る
よ
う
に
指
導
し
、
自
身
を
持
た
せ
る
。 

 
 
 

教
室
の
座
席
、
係
や
当
番
活
動
な
ど
の
編
成
に
配
慮
し
、
何
で
も
話

せ
る
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
で
人
間
関
係
の
改
善
充
実
を
図
る
。 

 
 
 

自
己
理
解
を
深
め
、
課
題
克
服
、
自
立
へ
の
支
援
を
行
う
。 

 
 
 

家
庭
と
の
連
携
を
密
に
し
、
生
徒
の
学
校
で
の
様
子
や
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
保
護
者
へ
伝
え
る
と
共
に
、
家
庭
で
の
様
子
を
聞
く
。 

 
 
 

子
育
て
に
自
信
を
失
っ
て
い
る
保
護
者
に
は
連
携
を
図
り
つ
つ 

 
 
 

元
気
づ
け
る
。 

 
 

 

加
害
生
徒
や
そ
の
保
護
者
を
一
方
的
に
非
難
す
る
保
護
者
に
は
言

い
分
を
十
分
聞
き
、
受
容
し
た
あ
と
で
冷
静
な
判
断
を
促
す
。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
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３．被害生徒の保護者への対応・被害生徒の家庭での対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の対応は× 

 

 

 

― 学校と家庭間の緊密な連絡と連携 ― 

・正確な情報伝達と信頼関係の確立 

・家庭での居場所作り 

１． いじめられている事実が判明したときの対応 

 <保護者への対応> 

 ・いじめの事実を正確に伝え、保護者の心情を十分に理解すると共に学校の指導方針を説明し「子供を守る」という姿

勢の元で信頼関係をつくる。 

 ・保護者の怒り、不安、悲しみなどを真剣に受け止め、学校としてどんなことがあっても、いじめられている生徒を守

ることを伝える。 

 ・いじめている生徒やその他の周辺の生徒にどんな指導を行ったか伝え、被害生徒が安心して学校生活を送れるような

具体的な改善策を説明する。 

 ・自己防衛的な発言、被害生徒の痛みに共感を示さない発言や、いじめられた方にも原因があったなどの発言や不用意

な発言はしない。 

 <家庭での対応> 

 ・家庭での「居場所」を確保する。 

 ・不安を除去し、安全の確保に努める。 

 ・「お父さんやお母さんは最後まであなたを守る、一緒に乗り越えよう」というメッセージを送る。 

 ・学校との連絡を密にし、家庭での様子など些細なことでも学校側へ伝える。 

 ・ひどいいじめの場合は、学校を休ませることが必要な場合もある。 

 ・自己肯定感や自信をもてるような言葉をかけ、激励する。 

２． 些細な変化（危険信号）に気付く（特に自殺のサイン） 

 ・死につながるような発言はないか？ 

 ・自殺のニュースなどに対し同情する発言はないか？ 

 ・眠れない様子はないか？ 

 ・死を賛美する言動はないか？ 
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※好ましくない対応 

１．いじめの存在に気付かない 

 ・「本人がいじめを告白しないといじめは分からない」という責任逃れの考え方 

 ・「いじめられているようには見えなかった（楽しそうにしていた）」など 

２．いじめの深刻さに気付かない 

 ・「いじめられるほうにも問題がある」という誤った考え方 

 ・「いじめは昔からあり、いつの時代にも存在するものである」という考え方など 

３．否定認識や不用意な発言 

 ・「やられたらやり返しなさい」「負けるな、がんばれ、良い試練だ」との認識に欠ける発言、生徒の理解不足、感性

の乏しさを問われる発言、「被害生徒保護優先」を無視した発言、自己防衛的な発言、被害生徒の「痛み」に共感を示

さない発言、具体性のない発言など 

４．不適切な対応 

 ・十分な事実確認をしないで被害生徒と加害生徒の話し合いの場を持つ 

 ・本人や相手の同意を得ないまま、対面の話し合いをもつ 

 ・日時や話し合いのルールなどを定めない 

 ・どちらの言い分が正しいのかを決め付ける 

 ・教員が裁判官的な立場で対応する 

５．外部の情報などを活用しない 

 ・「密室」の対応になっている 

 ・いじめ防止に役立つ記録などを公開しない 
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４．加害生徒への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 「いじめは許されない行為・人権侵害」との認識に立った毅然とした指導 ― 

― 相手の苦しみを理解させ、自分の行為を見つめさせる指導 ― 

― 温かい人間関係づくりの大切さを実感させる指導 ― 

指導の基本的姿勢・・・その場指導に終わることなく、いじめが完全に無くなるまで継続的に指導する。 

 

 

 

① 「いじめは人権侵害であり、絶対に許すことの出来ない行為である」ことを厳しく認識させる。 

② 差別的な物の見方や偏見、豊かな人間関係の重要さに気付かせるなどいじめを許さない雰囲気を

作り出す 

③ 励ましあい、助け合いによってより良い集団を作ろうという意欲を持たせる 

④ 加害生徒との信頼関係の構築を図り、本人の力で問題の解決を図れるよう支援する 

⑤ 教員は、どの生徒も自らの行為を反省し、新しく生きようとする力が備わっているという認識を

持ち指導に当たる 

教員の対応・・・加害生徒の心情の共感的理解 

 ① いじめを完全にやめさせる 

② いじめ問題について、職員間で役割分担し、組織的に取り組む 

③ いじめの事実関係、きっかけ、原因などの客観的な情報を収集する 

  ・いつ？どこで？なにが？ ・原因は？ ・どんな気持ちだったのか？ 

・方法は？ 

④ 不満や不安の訴えを十分聞きながら、いじめられた生徒の身になって

よく考えさせる。自分がやったことの重大さに気付かせる 

⑤ 相手に与えた苦しみや痛みに気付かせる 

⑥ 課題解決のための支援を行い、自分の力で解決する方法を考えさせる 

⑦ 学級活動を通じて、役割・活動・発言の場を与えることで存在を認め、

所属感や成就感を持たせるとともに教員との信頼関係を構築する 

⑧ 場合によっては、出席停止などの措置も含め毅然とした指導を行う 

⑨ 必要な場合は、警察などの関係機関と連携し対処する 

事実はしっかり認めさせる 

決して言い逃れはさせない 

きちんと謝罪させる 

それ以上罰しない 

今まで以上の関係をもつ 

好ましくない対応 

① 権威的な指導 

 ・学級などの前でいじめ

た生徒を非難する。 

・体罰を行う。 

 ・生徒の人格を否定する

ような発言をする。 

 ・命令口調で対応する。 

 ・過去を引き合いにだす。 

 ・追い詰めたり、問い詰

めたりする。 

 ・兄弟姉妹と比較する。 

② 基本認識を誤った指導 

 ・何もかも「いじめ」と

決め付ける。 

 ・教員の価値観や体験の

みで判断する。 
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５．加害生徒の保護者への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加害生徒の家庭での対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携・協力・毅然とした態度 

１． 事実関係は正確に伝える 

 ・いじめの事実を正確に伝える。 

 ・いじめはどんな理由であれ絶対に許されないことを説明する。一方でいじめの行為そのものは憎んでも、いじめて

いる子供を憎むのではないという認識で話をすることが大切。 

 ・問題とは直接関係の無いことまで話を広げない。 

２． 保護者の心情を理解する 

 ・保護者の心理とは・・・怒り、情けなさ、自責の念、今後の不安など。 

 ・保護者も追い詰められると、防衛的あるいは攻撃的な態度をとることもある。 

 ・生徒の良さを認め、親の苦労も十分労いながら対応する。 

３． 学校の指導方針を示し、具体的な助言をする 

 ・被害生徒の苦しみや辛さを理解してもらい、被害生徒への心からの謝罪を促す。 

 ・保護者の意向を踏まえ、今後の指導方法や協力事項を具体的に助言する。 

４． 教員と保護者が共に子供を育てるという姿勢を示す 

 ・家庭でもただ叱るだけでなく、自己のありかたを反省させ、克服できるように励ます。 

 ・生徒が自分の「非」に気付き、改められるように指導、支援する 

― 子供にとって何が良いのかを考える ― 

― 悪いことだということは否定しつつも、家庭の居場所を確保する ― 

１． 両親が一緒に叱責しない 

 ・それぞれの役割を確認し、連携して対処する。 

２． 事実を聞き出す 

 ・どんな行動をしたのか？ 

 ・その結果どうなったのか？ 

３． 徹底的にいじめを否定する 

 ・「いじめは人間として許されない行為である。自分も許さない」 

 ・「いじめられた生徒は苦しんでいる」 

 ・「おまえの気持ちは分かった。一緒に考えよう」 など 

４． きちんと謝罪する 

 ・あらかじめ被害生徒とその保護者の意向を確認し、被害生徒の思いに沿った形で謝罪する。 

５． いままで以上に子供との関わりを多く持つ 
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６．観衆・傍観生徒などへの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 観衆・傍観者も加害者と変わらないという認識を持たせる ― 

― 被害者の心の苦しみや痛みを理解させる ― 

― 再発防止に向けた集団指導を行う（いじめ撲滅に対する毅然とした態度） ― 

いじめの観衆 

→いじめを強化する存在（積極的

な関係者、自己防衛的な同調者） 

→自分は直接いじめを行わない

が、声援や拍手を送り精神的な支

援をする役割 

<背景> 

・いじめの報復を恐れている。 

・仲間はずれにされたくない。 

・被害生徒への不快感がある。 

<はやし立てる生徒>に対して 

・被害生徒の気持ちになって考え

させ、いじめの加害生徒と同じ

立場にあることを気付かせる。 

いじめの傍観者 

→いじめを支持する存在（葛藤の

ある者、無関心な者） 

→いじめに対し、積極的に支援は

行わないが制止することはせず、

見てみぬふりをし、関わりを避け

ようとする者 

<背景> 

・「次は自分がいじめられる」との

葛藤や不安がある。 

・正義感はあるが、いじめへの抑

止力は無い。 

・自分の関心を持つ者にしか気が

向かず、人との関わりに無関心

である。 

・周りがどうであれ、我関せずの

姿勢である。 

・被害生徒への不信感がある。 

<見て見ぬふりの生徒>に対して 

・見て見ぬふりをしている行為（傍

観）はいじめ行為への加担と同

じことを気付かせる。 

・いじめは他人事でないことを理

解させる 

・いじめを知らせる勇気を持たせ

る。 

学級全体への指導 

・「いじめは許さない」という教員

の断固たる姿勢を示す。 

・いじめについて、話し合いなど

を通じて自分たちの問題として

考えさせる。 

・傍観などの意味を考え、人権意

識の芽を育てる。 

・見て見ぬふりをしないように指

導する。 

・自らの意思によって行動できる

ように指導する。 

・道徳教育の充実を図る。 

・特別活動を通して、好ましい人

間関係を築く。 

・学校行事を通して、クラスの連

帯感を高める。 

・生徒一人ひとりが活躍できる場

を意図的、計画的に設ける。 
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７．関係機関との連携 

    学校内だけで解決できない場合には、生徒や家庭の状況に応じて適切な関係機関

と連携していくことが大切である。 

 

・連携が必要なケースと連携先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・連携上の留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・暴行を受けて怪我をしたり、万引きや金品を強要されるなど、犯罪

の可能性が予測される場合 
警察 

・いじめ発生後、学校に登校できなくなり、長期化している場合 

・自殺をほのめかす、幻聴、厳格などを訴えるなど極度の精神的なダ

メージを受けている場合 

医療機関 

スクールカウンセラー 

・いじめの背景に養育上の課題があったり、生徒や保護者への支援が

必要であると判断される場合 
児童相談所など 

・保護者に対して、いじめの解決に向けた学校としての対応策などを十分説明した上で、関係機関を紹介し保護者の

判断によって対応する。 

・保護者が「学校は他人任せにし、わが子への関わりを放棄したのでは？」などの不安や不信感、不満などを抱くこ

とがないように、指導の過程で見られた子供の変化を保護者に知らせるなど常に保護者と関わろうとする姿勢を示

す。 

・担任などの関係教員は、連携を図った関係機関を訪れ、可能な範囲で子供の悩みや願いなどについて話を聞き、学

校における人間関係を改善したり授業の改善に生かせるように努める。 

・学校としての対応を見直すために、関係機関に積極的に助言を求める。 

・医療機関を紹介する場合には、過度に保護者の不安を増大させないような配慮をする。 

・生徒に拒否的な反応が見られるときは、無理をせずに相談機関を経由した医療機関との連携を図る。 
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Ⅴ ネットいじめについて 

１． ｢ネットいじめ｣とは 

       携帯電話やスマートフォン、パソコンなどの電子通信機器を通じてインターネッ

トの掲示板などに誹謗中傷などを書き込む「いじめ」 

 

２． ｢ネットいじめ｣の特徴 

  （１）不特定多数から絶え間なく誹謗中傷が行われ、被害が短期間で極めて深刻なも

のになる。 

  （２）インターネット特有の匿名性から、安易な気持ちで誹謗中傷の書き込みが行わ

れるため、簡単に被害生徒にも加害生徒にもなる。 

  （３）インターネット上に掲載された個人情報や画像などは情報の加工が簡単なので

誹謗中傷の対象となりやすい。またインターネット上に掲載された個人情報や

画像は一回流出すると回収することも完璧に削除することが困難であり、不特

定多数の他人に閲覧される危険性がある。 

  （４）保護者や教員などの身近な大人が子供の携帯電話などの利用状況を全て把握す

るのは困難である。また子供が利用している掲示板やウェブサイトは参加者し

か知らないパスワードなどでロックされている場合があり詳細な確認が難しく

｢ネットいじめ｣の実態把握が困難である。 

 

３． ｢ネットいじめ｣の形態 

  （１）掲示板・ブログ・プロフ・ＳＮＳ（不特定多数が閲覧可能） 

   ・誹謗中傷の書き込み 

   ・個人情報や画像の無断掲載 

   ・なりすましなど 

  （２）メール・LINE など（特定の人物しか閲覧できない） 

   ・誹謗中傷するメールやメッセージ 

   ・チェーンメール 

   ・なりすましメール 

   ・LINE のグループ内での誹謗中傷 

（３）その他 

   ・口コミサイトやオンラインゲームのチャットでの誹謗中傷 

    ※掲示板・・・参加者が自由に書き込みし、会話ができる 

    ※ブログ・・・日記のように更新できるウェブサイト 

    ※プロフ・・・インターネット上で自己紹介をできるサイト 

    ※ＳＮＳ・・・コミュニティ型のウェブサイト（ミクシィ、フェイスブック、ツ
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イッターなど） 

    ※ＬＩＮＥ・・１対１や特定のグループで会話ができるスマートフォンのアプリ。 

    ※どのサイトやアプリでも参加者のみ知るパスワードでロックされていたり、す

でに参加している者からの招待がないと参加できない場合が多い。 

 

４．携帯サイトの現状 

  （１）学校裏サイト 

   ・学校別に掲示板を作成している。 

   ・クラスメイトや先輩、後輩、教員など身近な子供、大人関係なく評判や誹謗中傷

がイニシャルや実名で書き込まれる。 

   ・携帯電話でしかアクセスできないサイトが多い。 

   ・パスワードでロックされている。 

  （２）プロフ 

   ・個人情報・・・・・実名、電話番号、学校名、顔写真などが平気で掲載されそれ

らの個人情報が悪用される。 

   ・なりすまし・・・・対象の子供の名前や顔写真などを勝手に用いてプロフを作成

しそこに根も葉もない情報を書き込む。また異性になりすま

し、対象とした生徒を出会い系サイトなどへ誘い込む。 

   ・わいせつ画像・・・サイトへのアクセスを増やすため、ただいたずらで過激な画

像を貼る。 
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５．｢ネットいじめ｣対応フローチャート 

  ※指導の基本的な流れは｢いじめ対応フローチャート｣に準ずる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の入手 

本人・生徒・保護者など 

対応協議 

・被害生徒と保護者の心情に配慮した対応が基本 

・外部との連携を検討（心の支援室・警察・ＳＣなど 

県教委へ報告 

加害生徒特定 いいえ 

は

い 

削除依頼の必要性検討 

・依頼は被害者本人から出すのが原則 

・学校や県教委からも出せる場合がある 

加害生徒とその保護者への対応 

・投稿を削除させる 

・人権と犯罪の両面からの指導 

削除の確

全校生徒への対応 

・全校集会・学年集会・学級指導 

・再発防止の観点を重視 

継続的支援 

・心のケア 

・関係の修復 

被害生徒とその保護者への対応 

・心のケア 

は

い 

いいえ 

警察・相談セン

ターなどへ相談 

 

 

 

事実確認と実態把握 

※被害生徒とその保護者の了解のもと、以下について確認 

①証拠の保全 

②発見までの経緯 

③投稿者の心当たり 

④他の生徒の認知状況 

― 初動対応 ― 

生徒指導係 ＋ 学年会 

― 拡大対応 ― 

いじめ問題対策委員会 ＋外部機関 
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｢ネットいじめ｣への対応 

（１）削除依頼について 

    ①証拠の保全 

     ○発見日時、発見の経緯 

     ○ウェブページアドレス(URL)の記録 

     ○ウェブページの印刷とファイル保存 

      印刷が困難な場合は、｢プリントスクリーン(Prt Scr)｣機能やデジタルカメラな

どで記録 

    ②削除依頼 

     ○加害生徒が特定されている場合は、該当生徒に削除させる 

     ○加害生徒が特定できない場合 

      ・削除依頼を迅速に行うのが適当な場合と、様子を見るのが適当な場合、削

除依頼をせずに｢無視｣する場合がある。 

      ・被害生徒の心情や状況に応じて、削除依頼のタイミングを判断する。 

      ・削除依頼は被害生徒本人が行うのが原則である。状況に応じて学校や教育

委員会から依頼をすることもできる。 

      ・削除依頼は個人の情報通信端末から行わず、できるだけ学校などが公的に

所有しているパソコンの代表アドレスから行う。 

     ○削除依頼の手順 

      ⅰ 掲示板の管理者や当該ページの作成者へ依頼する 

      ⅱ 削除されない場合はサイト管理者やサービス提供者へ依頼する 

      ⅲ 削除されない場合はプロバイダへ依頼する 

      ⅳ 削除されない場合は専用の相談窓口へ相談する 

       ※緊急案件の場合はすぐに県警サイバー犯罪対策室および心の支援室へ相

談する 

     ○削除依頼メールの文例 

    件名 誹謗中傷の書き込みによる削除依頼 

    本文 

      あなたが管理する特定電気通信設備に掲載されている下記の情報の流通によ

り私（生徒）の権利が侵害されたので、あなたに対し当該情報の送信を防止す

る措置を講じるよう依頼します。 

     ・ＵＲＬ http://www.～ 

     ・スレッド http://www.～ ｢掲示板やブログのタイトル スレッドナンバー｣ 

      ・書き込みＮｏ １２３４５ 

      ・掲載情報 私（生徒）の実名、電話番号、メールアドレスを掲載した上で 

｢私（生徒）と○○しませんか｣といういやがらせの書き込みがされた。 

http://www.～
http://www.～
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      ・侵害された権利 プライバシーの侵害、名誉毀損、 

      ・侵害されたとする理由 私（生徒）の意に反して公表され、いやがらせや

からかいの迷惑電話やメールを多数受け、精神的苦痛を被って

いる。貴サービスの利用規約などに基づき、当該書き込みの削

除を行うようお願いいたします。 

     ※詳細は各ｳｪﾌﾞｻｲﾄに利用規約や削除依頼方法が載っているのでそちらを確認。 

（２）相談窓口 

     ○長野県警生活安全部生活環境課サイバー犯罪対策室 026-233-0110 

     ○違法・有害情報相談センター http://www.ihano.jp/ 

     ○地方法務局｢子どもの人権１１０番｣ ０１２０－００７－１１０ 

     ○教学指導課心の支援室 ０２６－２３５－７４３６ 

 

Ⅴ 重大事態に対する対応について 

１． 重大事態への対応 

いじめ防止対策推進法に規定する下記のような重大事態が発生した場合は、いじめ

られた生徒を徹底して守り通すとともに、その心情に寄り添い、適切かつ真摯に対

応することが必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一  いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあ

ると認めるとき。 

   ○児童生徒が自殺を企図した場合  ○身体に重大な傷害を負った場合 

   ○金品等に重大な被害を被った場合 ○精神性の疾患を発症した場合 

 二  いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされてい

る疑いがあると認めるとき。 

   ○年間 30 日を目安とする。ただし一定期間連続して欠席しているような場合などは迅速に報告

や調査を行う。 

 ※その他、児童生徒や保護者からいじめられて重大事態に至ったという申し立てがあった場合 

http://www.ihano.jp/
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○学校の対応 

  学校は、重大事態が発生した場合、学校の設置者に速やかに事案発生を報告し、緊

急時対応マニュアル（別紙参照）に沿って迅速かつ適正に組織的対応をする。 

・ 事案発生直後に教職員の共通理解を図り、速やかに｢いじめ問題対策委員会｣や｢生

徒指導係｣を中核に、対応チームを組織する 

・ 関係生徒への事実確認と関係生徒の保護者への迅速な連絡、連携した支援や指導を

行う。 

・ 関係機関など（警察・医療関係・消防・教育委員会・ＰＴＡなど）への緊急連絡と

支援の要請を行い、連携体制を構築する。 

・ いじめられた生徒の安心・安全の確保 

 ｢あなたは悪くない、必ず守り通す｣というメッセージを伝え、安全・安心を確保

し、学習やその他の活動を安心して行える環境を整備する。学校体性での見守りと

スクールカウンセラーなどによる心のケアを継続する。 

・ いじめた生徒への指導 

 いじめを完全にやめさせるために、毅然とした対応をして自分の行為の責任を自

覚させる指導を、健全な人間関係を育むことができるような配慮のもと継続する。 


